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Low-molecular-weight gelators (LMWGs) form fibrils via intermolecular interactions such 

as π-π stacking, which trap water molecules resulting in the hydrogelation. LMWGs responsive 

to external stimuli have recently been developed towards the application for biomaterials. 

Previously, we have developed biocompatible transition-metal catalysts. In this study, we 

developed the fluorene formation catalyzed by biocompatible metal catalysts aiming at 

synthesizing supramolecular materials in vivo. We will also show the ongoing development of 

LMWGs, whose gelation is triggered by this fluorene formation. 
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低分子ゲル化剤は π- π スタッキングなどの分子間相互作用によって繊維形成し、

水分子を包摂することで超分子ゲルを構築する。近年は光や酵素反応などの外部刺激

を引き金としてゲル化する低分子ゲル化剤も多く開発されている。これらの分子を疾

病部位で局所的にゲル化させることで、がん治療や細胞組織工学に応用する研究が進

められている。 

我々はこれまでの研究で、生体適合性のある遷移金属触媒が、細胞表面やマウス生

体内において様々な化学反応を触媒できることを示してきた 1-3。本研究では、芳香環

形成反応によってゲル化剤の分子間 π- π スタッキングを促進することを着想し、生

体内での遷移金属触媒反応を引き金として、疾病部位で局所的に超分子ゲル構築を行

うことを目指した。我々は、生体適合性のある金錯体や人工金属酵素が生体内に類似

した水溶媒環境でもフルオレン環形成反応 4を触媒することを見出した。また、この

フルオレン環形成反応を引き金としてゲルを構築できる低分子ゲル化剤の開発を行

っており、この結果についても合わせて報告する予定である。 
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